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最新問題: 1
SAP Commerceプラットフォームのボトルネックを回避するにはどうすればよいですか?
注:この質問には 2つの正解があります。
A. propsテーブルの定期的なクリーンアップをスケジュールします。
B.開発フェーズでコーディングする場合は、遅延読み込みメカニズムの使用を避けてくだ
さい。

C. ImpExによってインポートされる 1秒あたりの平均アイテム数をチェックして、キャッ
シュサイズが十分であることを検証します。

D.リレーション順序をオフにして、インポートと同期のパフォーマンスを向上させます。
Answer: A,C (メーッセージを残す)

最新問題: 2
impex.legacy.modeプロパティを Trueに設定するとどうなりますか?注:この質問には 2
つの正解があります。

A. ServiceLayerインターセプターとバリデーターは、インポート/エクスポートプロセス
中にトリガーされます。

B. INSERT、UPDATE、および REMOVE操作は、インポート中に ModelServiceによって
実行されません。

C. ServiceLayerインターセプターとバリデーターは、インポート/エクスポートプロセス
中にトリガーされません。

D. INSERT、UPDATE、および REMOVE操作は、インポート中に ModelServiceによって
実行されます。

Answer: A,B (メーッセージを残す)

最新問題: 3
バグ修正はパートナーや顧客にどのように提供されますか?
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A. SAP Commerceは、特定のバグを修正する拡張機能の Hot Fixと呼ばれる小さな jar
アーカイブを提供します。

B. SAP Commerceは、バグ修正を含む拡張機能を提供します。
C. SAP Commerceでは、特定のバグを修正する最適な方法を説明するコード修正が SAP
Notesに提供されます。
D. SAP Commerceは、バグ修正とセキュリティパッチのみを含むパッチリリースを提供
します。

Answer: C,D (メーッセージを残す)

最新問題: 4
EDMXスキーマを使用するにはどのような操作を実行しますか?注:この質問には 3つの
正解があります。

A. ComplexTypeと EdmSimpleTypeを <Association> ... </Association>タグの一部とし
て使用します。

B. <Association> ... </Association>タグをエンティティタイプ間の関係の表現として使用
します。

C. EDMXスキーマをダウンロード、変更し、SAP Commerce Backoffice内で再アップロー
ドして更新します。

D. odata2webservicesを使用して、統合オブジェクトの EDMXスキーマを取得します。
E.統合 APIが受信リクエストと送信リクエストの両方でサポートするペイロードの構造
を定義します。

Answer: B,D,E (メーッセージを残す)

最新問題: 5
SAP Commerce Cloud品目の更新に使用できる ImpExヘッダーはどれですか?注:この質
問には 2つの正解があります。
A. INSERT_UPDATE
UserGroup;UID[unique=true];locname[lang=en];locname[lang=de];groups(uid)
[mode=append]
B. INSERT_UPDATE
UserGroup;UID[unique=true];locname[lang:en];locname[lang:de];groups(uid)
[mode=append]
C. UPDATE UserGroup;UID[unique=true];locname;groups(uid)[mode=append]
D. INSERT_UPDATE UserGroup;UID;locname;groups(uid)[mode=append]
Answer: (解答を表示する)
SAP Commerce Cloudアイテムの更新に使用できる ImpExヘッダー
は、INSERT_UPDATE
UserGroup;UID[unique=true];locname[lang=en];locname[lang=de];groups(uid)
[mode=append]および UPDATEです。ユーザーグループ;UID[unique=true];locname;グ
ループ(uid)[mode=append]。これらのヘッダーは、既存の項目を変更したり、項目が存在し
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ない場合は新しい項目を作成したりできます。INSERT_UPDATEヘッダーでは、lang修飾
子を使用してローカライズされた属性の言語を指定することもできます。他のヘッダー

は、lang修飾子に不正な構文が使用されているか (B)、一意の属性が指定されていない (D)
ため、無効です。

最新問題: 6
SAP Commerce Cloud品目の更新に使用できる ImpExヘッダーはどれですか?注:この質
問には 2つの正解があります。
A. INSERT_UPDATE
UserGroup;UID[unique=true];locname[lang=en];locname[lang=de];groups(uid)
[mode=append]
B. UPDATE UserGroup;UID[unique=true];locname;groups(uid)[mode=append]
C. INSERT_UPDATE UserGroup;UID;locname;groups(uid)[mode=append]
D. INSERT_UPDATE
UserGroup;UID[unique=true];locname[lang:en];locname[lang:de];groups(uid)
[mode=append]
Answer: A,B (メーッセージを残す)

最新問題: 7
Backoffice Framework構成で自動リセットを有効にします。リセットはいつトリガーされ
ますか?注:この質問には 2つの正解があります。
A.次回コンパイル後
B.ログアウト後
C.次回のサーバー起動時
D.再ログイン後
Answer: (解答を表示する)
Backoffice Framework構成の自動リセットでは、ユーザーがログアウトして再度ログイン
した後、ユーザー設定がデフォルト値にリセットされます。リセットはコンパイルやサー

バーの起動によってトリガーされません。

最新問題: 8
カタログ同期の問題をトラブルシューティングする場合、最初にどのファイルを確認しま

すか?注:この質問には 3つの正解があります。
A. localextensions.xmlファイル
B.データベースダンプファイル
C. local.propertiesファイル
D. JDBCログファイル
E.メディアダンプファイルを同期します。
Answer: B,C,E (メーッセージを残す)
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最新問題: 9
次のケースのうち、サポートインシデントとして扱う必要があるのはどれですか?注:この
質問には 2つの正解があります。
A.パートナーは、カスタムソリューションの支援を求めて製品サポートに連絡します。
B.パートナーは、パフォーマンスが遅いプラットフォームに関して製品サポートに問い合
わせます。

C.パートナーがバックオフィスのカスタマイズ方法に関する情報を要求しました。
D.パートナーは、プロジェクトのアーキテクチャ面に関する専門的なアドバイスを必要と
しています。

Answer: B,C (メーッセージを残す)
サポートインシデントとして扱う必要があるケースは、パフォーマンスが遅いプラット

フォームに関してパートナーが製品サポートに連絡する場合、またはパートナーがバック

オフィスのカスタマイズ方法に関する情報を要求する場合です。これらのケースは、SAP
Commerce Cloudの標準機能に問題がある可能性があること、またはパートナーが製品機
能の使用方法についてのガイダンスを必要としていることを示しています。他のケース

は、製品サポートの範囲を超えるカスタムソリューションまたはアーキテクチャの側面に

関係するため、サポートインシデントではありません。

最新問題: 10
SAP Commerceで JDBCログを有効にするための推奨ツールは何ですか?注:この質問に
は 3つの正解があります。
A.構成プロパティファイル
B.インプレッション
C. Javaコード
D. SAP Commerce管理コンソール
E.バックオフィス管理コックピット
Answer: A,C,D (メーッセージを残す)

最新問題: 11
Service Layer Directを使用するにはどのプロパティを設定できますか?注:この質問には
2つの正解があります。
A. core-spring.xmlでpersistence.legacy.modeをFalseに設定します。
B. ImpExファイルで sld.enabled修飾子を Trueに設定します。
C. local.propertiesでpersistence.legacy.modeをFalseに設定します。
D. local.propertiesでpersistence.legacy.modeとservicelayer.prefetchをFalse Allに設定し
ます。

Answer: B,D (メーッセージを残す)
Service Layer Directを使用するように設定できるプロパティは、ImpExファイルで
sld.enabled修飾子を Trueに設定し、local.propertiesでpersistence.legacy.modeと
servicelayer.prefetchを Falseに設定することです。Service Layer Directは、サービス層が
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永続層とより効率的に対話し、使用するリソースを少なくできるようにする機能で

す。Javaコード内で、または ImpExを呼び出すときに、必要に応じて有効にすることがで
きます。core-spring.xmlはこのプロパティに対して有効な構成ファイルではないた
め、persistence.legacy.modeを Falseに設定しないでください。参考：2

最新問題: 12
顧客から、SAP Commerceシステムが本番環境でクラッシュするというインシデントが報
告されました。顧客は次のログを提供します。

このようなことが二度と起こらないようにするには、お客様に何をするようにアドバイス

しますか?
A.現在の接続数が十分でない場合は、プール内の接続数を増やします。
B.カタログを取得する FlexibleSearchクエリを変更して、構文エラーを修正します。
C.データベースに自動的に再接続するように、JDBCプロパティの自動再接続プロパティ
を構成します。

D.カタログ内の関連アイテム間の欠落しているリンクを修正します。
Answer: B (メーッセージを残す)

最新問題: 13
SAP Cloud Integrationに OAuth2ユーザー認証情報をデプロイしています。OAuthクライ
アントデータはどこで設定しますか?
A. SAP Commerceバックオフィス|SAP Cloud Integration Web UI
B. SAP BTPコックピット|SAP Cloud Integration Web UI
C. SAP Commerceバックオフィス|管理コンソール
D. SAP BTPコックピット|SAP Commerceバックオフィス
Answer: B (メーッセージを残す)
OAuthクライアントデータは、SAP BTPコックピットと SAP Cloud Integration Web UI
で設定します。SAP BTPコックピットで、xsuaaタイプのサービスインスタンスを作成
し、クライアント IDとシークレットを指定します。SAP Cloud Integration Web UI
で、OAuth2認証情報アーティファクトを作成し、認証 URLとトークンサービス URLを
指定します。

最新問題: 14
Service Layer Directを使用する利点は何ですか?注:この質問には 3つの正解がありま
す。

A.データベースへのデータの読み取りと書き込みが可能になります。
B. Jaloレイヤーを完全にバイパスして、データベースにデータを永続化します。
C.グローバルセッションと現在のセッションで機能します。
D. Jalo層とサービス層を組み合わせます。
E.インターセプタをバイパスしてデータベースにデータを永続化します。
Answer: A,B,E (メーッセージを残す)
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Service Layer Directを使用する利点は、データベースへのデータの読み取りとデータベー
スへのデータの書き込み、Jaloレイヤーを完全にバイパスしてデータベースにデータを永
続化できること、インターセプタをバイパスしてデータベースにデータを永続化できるこ

とです。Service Layer Directは、サービス層が永続層とより効率的に対話し、使用するリ
ソースを少なくできるようにする機能です。Javaコード内で、または ImpExを呼び出すと
きに、必要に応じて有効にすることができます。これはグローバルセッションや現在の

セッションでは機能せず、Jaloレイヤーとサービスレイヤーを組み合わせることもできま
せん。参考：2

最新問題: 15
システムのパフォーマンスを分析しているときに、スレッドダンプに次のエントリが表示

されます:ajp-8019- 43" nid=183 state=WAITING - <0x515a41f6>を待機中
(org.apache.tomcat.util.net.JIoEndpoint$Worker) - <0x515a41f6>
(org.apache.tomcat.util.net.JioEndpoint$Worker)で java.lang.Object.wait(Native Method)
で java.lang.Object.wait(Object.java :485)でロックされました。
apache.tomcat.util.net.JioEndpoint$Worker.await(JioEndpoint.java :471)at
org.apache.tomcat.util.net.JioEndpoint$Worker.run(JioEndpoint.java :497)at
java.lang.Thread。run(Thread.java:662)ロックされたシンクロナイザー: count = 0このス
レッドダンプをどう解釈しますか?
A.スレッドは受信接続を待機しています。
B.スレッドがブロックされ、ジョブを実行できないため、システムがクラッシュしようと
しています。

C. JVMオプション maxAJPThreadsが小さすぎるため、同時リクエストを処理できませ
ん。

D. Tomcat AJPパラメータ maxThreadsが小さすぎるため、同時リクエストを処理できま
せん。

Answer: A (メーッセージを残す)

最新問題: 16
SAP Commerce Cloudのコンテキスト駆動型サービスは何をキャプチャしますか?注:こ
の質問には 3つの正解があります。
A.データ複製イベント
B. SAP Commerceから外部サービスへの送信リクエスト
C.クリックイベント、注文イベント、アドレス帳イベントの更新
D.ショッピングカート内の数量の更新
E.すべての顧客とのやり取りと行動
Answer: (解答を表示する)
SAP Commerce Cloudのコンテキスト駆動型サービスは、クリックイベント、注文イベン
ト、アドレス帳イベントの更新、ショッピングカート内の数量の更新、およびすべての顧客

の対話と行動をキャプチャします。これらのデータポイントは、顧客のコンテキストや好
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みに基づいて、パーソナライズされた関連性の高いエクスペリエンスを顧客に提供するた

めに使用されます。

有効な E_C4HYCP_12問題集は GoShiken.com が提供された合格しやすい
E_C4HYCP_12試験問題集！ GoShiken.comが最新の E_C4HYCP_12試験問題集を提
供しています。GoShiken.com E_C4HYCP_12試験問題は最新で、解答が正確でござい
ます。最新の GoShiken.com E_C4HYCP_12問題集をゲットする人はこちら:
https://www.goshiken.com/SAP/E_C4HYCP_12-mondaishu.html (4030%OFF問題集溶

と正解付きで 30%ｗ特別割引コード: Freepdfdumps)

最新問題: 17
SAP Commerce Cloudのコンテキスト駆動型サービスは何をキャプチャしますか?注:こ
の質問には 3つの正解があります。
A.ショッピングカート内の数量が更新されます
B.すべての顧客とのやり取りと行動
C. SAP Commerceから外部サービスへの送信リクエスト
D.クリックイベント、注文イベント、アドレス帳イベントの更新
E.データ複製イベント
Answer: A,B,D (メーッセージを残す)

最新問題: 18
既存のサービス (ProductServiceなど)でコードの不具合の回避策を提供する場合、何をす
る必要がありますか?注:この質問には 3つの正解があります。
A.既存の Bean定義を新しいサービスで変更します。
B.新しいサービスの新しい IDを持つ新しい Bean定義を追加します。
C.既存のサービスを拡張して新しいカスタムサービスを実装します。
D.元の Bean定義の別名をオーバーライドします。
E.すべてのインジェクションを新しいサービスの新しい IDに置き換えます。
Answer: (解答を表示する)
ProductServiceなどの既存のサービスのコードの不具合の回避策を提供するときに実行す
る必要がある手順は、新しいサービスの新しい IDを持つ新しい Bean定義を追加し、既存
のサービスを拡張して新しいカスタムサービスを実装することです。元の Bean定義のエ
イリアスをオーバーライドします。これらの手順は、ソースコードを変更せずに、既存の

サービスのデフォルトの動作をオーバーライドするカスタムサービスを作成するのに役

立ちます。新しいサービスで既存の Bean定義を変更したり、すべての注入を新しいサービ
スの新しい IDに置き換えたりすることは、これらの手順によってエラーや不一致が発生す
る可能性があるため、行わないでください。
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最新問題: 19
SAP Commerceキャッシュでは、製品タイプの無効化はどのように行われますか?注:この
質問には 2つの正解があります。
A.インポート中に更新されたキャッシュされた製品アイテムは、接続されているすべての
SAP Commerceクラスターノードで無効になり、次に使用するときにデータベースから
再ロードされます。

B.結果セットが変更されている可能性があるため、製品タイプが含まれるキャッシュされ
たすべての FlexibleSearch結果が無効になります。
C.結果セットが変更された可能性があるため、キャッシュされたすべての FlexibleSearch
結果はクエリ結果領域から無効になります。

D.インポート中に更新されたキャッシュされた製品アイテムは、インポートが実行されて
いるノードでのみ無効になります。

Answer: (解答を表示する)

最新問題: 20
ソフトウェアの誤った動作を SAP (第 3レベルのサポート)に報告する前に何をすべきで
すか?注:この質問には 2つの正解があります。
A.報告された問題は将来のパッチリリースで修正される予定であることをお客様に伝え
ます。

B.標準のすぐに使用できる SAP Commerceで問題を再現し、検証します。
C.インシデントが発生したシステムの完全な技術環境情報を文書化し、SAPに提供しま
す。

D.顧客の SAP Commerceインストールで問題をテストします。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 21
顧客がエラーを報告し、ログファイルの次のスニペットを提供します。jvm1 | srvmain
| 2013/11/15 21:36:38.829 |エラー [ImpExWorker<1/4>] (000000RS-ImpEx-Import)
[MultiThreadedImpExImportReader]メインスクリプトの 11行目:ワーカー 1でエラー
com.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServerExceptionが発生しました: PRIMARY KEY制約の
違反

「PK 3819157796645776366」。オブジェクト「dbo.users」に重複キーを挿入できません。重

複キーの値は (8796126019588)です。jvm1 |サーバーメイン | 2013/11/15 21:36:38.876 |
de.hybris.platform.jalo.JaloSystemException:
com.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServerException: PRIMARY KEY制約「PK

3819157796645776366」の違反。オブジェクト「dbo.users」に重複キーを挿入できません。
重複キーの値は (8796126019588)です。[HY--1]エラーの根本原因は何でしょうか?注:こ
の質問には正解が 2つあります。
A.現在の PKシーケンス値が壊れています。
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B.データベースでは一意のインデックスの代わりに主キーが使用されます。
C. SAP Commerceはキーが一意ではないことを検証し、例外をレポートします。
D.データベースエンジンはキーが一意ではないことを検証し、例外を報告します。
Answer: C,D (メーッセージを残す)
エラーの根本原因は、データベースエンジンがキーが一意ではないことを検証し、例外を

報告することです。これは、usersテーブルに重複する主キー値を挿入しようとすると発生
します。SAP Commerceは、キーが一意でないことも検証し、例外を報告します。現在の
PKシーケンス値は壊れておらず、一意のインデックスの代わりに主キーが使用されてい
ません。

最新問題: 22
SAP Cloud Integrationに OAuth2ユーザー認証情報をデプロイしています。OAuthクライ
アントデータはどこで設定しますか?
A. SAP Commerceバックオフィス|SAP Cloud Integration Web UI
B. SAP BTPコックピット|SAP Cloud Integration Web UI
C. SAP Commerceバックオフィス|管理コンソール
D. SAP BTPコックピット|SAP Commerceバックオフィス
Answer: D (メーッセージを残す)

最新問題: 23
接続プールの問題をトラブルシューティングしています。この問題をどのように調査しま

すか?注:この質問には 3つの正解があります。
A.ヒープダンプを要求します。
B.物理的な接続を確認してください。
C.コンソールのログファイルとスレッドダンプを要求します。
D.接続プールに関連する構成パラメータを確認します。
E.データベースダンプを要求します。
Answer: B,C,D (メーッセージを残す)
接続プールの問題を調査するには、物理接続を確認し、コンソールログファイルとスレッ

ドダンプを要求し、接続プールに関連する構成パラメータを確認します。物理接続は、デー

タベースへの接続の数とステータスを監視するのに役立ちます。コンソールログファイル

とスレッドダンプは、接続プールに関連するエラーや例外を特定するのに役立ちます。構

成パラメータは、接続プールのサイズ、タイムアウト、または検証設定を調整するのに役立

ちます。ヒープダンプやデータベースダンプは接続プールの問題とは関係がないため、要

求する必要はありません。

最新問題: 24
SAPサポートインシデントをエスカレーションするために SAPはどのようなアクティビ
ティを推奨しますか?
A.電子メールでインシデント処理者に直接連絡し、インシデントの優先度を上げます。
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B.非常に高い優先度 (P1)で別のインシデントを作成します。
C.カスタマーインタラクションセンター (CIC)にお問い合わせください。
D.顧客の Customer Engagement Executive (CEE)に連絡します。
Answer: (解答を表示する)
SAPサポートインシデントをエスカレーションするための推奨アクティビティは、カスタ
マーインタラクションセンター (CIC)に連絡することです。CICは 24時間年中無休で利
用でき、既存のインシデント、インシデントのエスカレーション、SAP ONE Support
Launchpadのナビゲーション、Sユーザー ID管理などの問い合わせに対する中央の連絡
窓口を提供できます。CICには、チャット、電話、電子メール、または Twitterで連絡できま
す。インシデント処理者に電子メールで直接連絡したり、インシデントの優先度を上げた

りしないでください。これは効果的または適切ではない可能性があります。混乱や重複が

生じる可能性があるため、非常に高い優先度 (P1)を持つ別のインシデントを作成しないで
ください。顧客の Customer Engagement Executive (CEE)はその役割ではないため、連絡
する必要はありません。参考：2

最新問題: 25
バグ修正はパートナーや顧客にどのように提供されますか?
A. SAP Commerceは、特定のバグを修正する拡張機能の Hot Fixと呼ばれる小さな jar
アーカイブを提供します。

B. SAP Commerceは、バグ修正を含む拡張機能を提供します。
C. SAP Commerceでは、特定のバグを修正する最適な方法を説明するコード修正が SAP
Notesに提供されます。
D. SAP Commerceは、バグ修正とセキュリティパッチのみを含むパッチリリースを提供
します。

Answer: (解答を表示する)
SAP Commerceは、バグ修正とセキュリティパッチのみを含むパッチリリースを通じて、
パートナーと顧客にバグ修正を提供します。パッチリリースは定期的に配信され、機能を

変更したり追加のテストを必要としたりすることなく、既存のプラットフォームバージョ

ンに適用できます。SAP Commerceは、ホットフィックスと呼ばれる小さな jarアーカイ
ブを提供しません。また、バグ修正を含む拡張機能や、バグ修正のためのコード修正を含む

SAPノートも提供しません。参考：1

最新問題: 26
既存のサービス (ProductServiceなど)でコードの不具合の回避策を提供する場合、何をす
る必要がありますか?注:この質問には 3つの正解があります。
A.既存のサービスを拡張して新しいカスタムサービスを実装します。
B.既存の Bean定義を新しいサービスで変更します。
C.新しいサービスの新しい IDを持つ新しい Bean定義を追加します。
D.すべてのインジェクションを新しいサービスの新しい IDに置き換えます。
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E.元の Bean定義の別名をオーバーライドします。
Answer: (解答を表示する)

最新問題: 27
iFlowを使用する場合、何を設定する必要がありますか?注:この質問には 2つの正解があ
ります。

A. iFlow認証タイプを証明書ベースに設定します。
B. AuthGroup.IntegrationDeveloperロールを SAP Cloud Integrationテナントに割り当て
ます。

C. iFlowの受信者アドレス設定とプロキシタイプ設定を設定します。
D. AuthGroup.IntegrationDeveloperロールを SAP Commerceユーザーに割り当てます。
Answer: B,C (メーッセージを残す)
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